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校長 寺岡 徹先生 楠恵美子（平成23年度受講）
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～共に学び 共に育つ～ SINCE 2011.9.1

令和4年10月21日・31日

～発足から10年～

「学校運営協議会委員及び学校・地域コーディネーター合同研修」



学びの場のコーディネート【平沼に生き 平沼から輝く子】
～地域と学校が連携・協働し、平沼の子どもたちの成長を支える～

平沼小学校

□創立１１６年
□横浜駅東口から
松原商店街手前まで

□地域との関係深い

□児童数が増加
□多様な価値観
□自分のこともみんなの
ことを大切にする子

地域・外部リソース

□子どもの居場所
ふりーサロン５

□ｼﾞｭﾆｱﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
□地域行事・祭礼

□見まもり隊
□保護者の連携協力
□多くの企業団体
□関係機関の協力

平沼共育ネットワーク

子どもたちの
学びの環境の
充実を目指し
学校と地域・外
部ﾘｿｰｽをつなぐ

連携・運営・調整



横浜駅から徒歩12分
京急 戸部駅 3分
相鉄 平沼橋駅 2分

学校教育目標

平沼に生き、平沼から輝く子

【知】目標をもち、主体的に粘り強く学び、自分を高めようとする子どもを育てます。

【徳】礼儀や規律、人とのかかわりを大切にし、自分や相手を大切にする子どもを育てます。

【体】望ましい生活習慣を身につけ、自分の心と体を鍛え、健康と生命を大切にする子どもを育てます。

【公】まちと人を愛し、自分にできることを考え、互いに協力して行動する子どもを育てます。

【開】コミュニケーションを通して視野を広げ、様々な課題を自らの学びとする子どもを育てます。

明治39年10月27日 尋常戸部第二小学校として創立
創立116年
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平沼小学校 児童数の推移

2006（平成18）年度 100周年時は518人 毎年増加

まだまだ増える要素
・昨年度平沼橋駅前マンション（３１３戸）完成入居
・南浅間町ファミリータイプマンション（１０４戸）建設中

666人

567人



共育ネット発足前から続く取組

本よみ隊

毎週木曜日の朝、各教室に入っ
て読み聞かせをしています。保
護者はもちろん、卒業生の保護
者、地域の方、見まもり隊の方
などいろいろな方が活動してい
ます。

年度末に学年全体で一大イベントをする学年も！

昨年度はコロ
ナ禍でテレビ
放送にチャレン
ジ！



共育ネット発足前から続く取組
２００６年 （平成18年)

平沼小見まもり隊 発足

遠くからも目立つようにオレンジ色の
ベストを着て登下校時を中心に子ど
もたちの安全を守っています！

平成２３年１１月には表彰されました！



水泳サポーター

プールサイドで、子供たちを見守り、安全管理をします。コロナで2年連続活動休
止でしたが、今年は各時間3名のサポートをお願いしました。

平成23年6月から



2011夏休み中に図書情報の電
算化に伴う作業をしました！

図書室の入り口前には、
本よみ隊が季節ごとに飾
り付けをしています。子ど
もたちは毎回楽しみにし
ています。

図書室環境整備ボランティア



給食サポー
ター

慣れない1年生の給食の準備を手伝い
ます。子どもの様子が見られるという
ことで、多くの方が参加してくださいま
すが、コロナ禍で人数制限をして活動
しました



グリーンボランティア

石崎川プロムナード
がよりきれいになりま
した！

栽培委員会の子供たちと一緒に
たくさんの花を植えかえました。

グリーンボランティア＆校内見まもり

植物への水やりや
枝きり、落ち葉拾
いなど学校の緑
を適切に管理して
います。



全校遠足や学年遠足の見まもり

三ツ沢公園までの往復や公園内
での活動を多くのボランティアが
見守ります。全校遠足は3年連続
中止。
学年ごとの遠足や校外学習のサ
ポートをしています。



教科等サポーター＆校外学習の支援

家庭科の実習

3年生の社会科「昔のくらし」では、七
輪や洗濯板の使い方を教わりました

まちたんけんや社会科見学の

付き添い・ 見まもり

西スポーツセンター 鎌倉見学
西地区センター 臨港パーク
横浜市民防災センター 陣ヶ下渓谷
藤棚商店街かまぼこ店 大池公園
日産ギャラリー 戸部公園
清掃工場 岸根公園
三ッ沢公園ザリガニ釣り ぶどうジャム作り
図工いとのこ



～サポーター登録の流れ～

・サポートの依頼は主にメールでお知らせします。 ○△□@edu.city.yokohama.jp

・メールアドレスを登録しておくことで、スムーズにサポートの内容をお知らせできます。
・出来るときに出来る人が無理なく楽しく活動するために、多くの方に登録をお願いしています。

年度始めに保護者宛てに配布、児童の新学年組がわかる
ように毎年申告していただきます

用紙提出と同時に○△□@edu.city.yokohama.jpへメー
ルを送信してもらい、そのメールアドレスを登録します

登録後、こちらからのメールを受け取れるかのテストメール
を送り、確認のため返信して登録が完了

登録＝メールアドレスを登録



依頼日： 年 月 日

～オーダーシートの流れ～

職員室にオーダーシートがおいてあり、先生は事
前に必要事項を記入して教務主任を通してコー
ディネーターへ提出

登録者宛てにメール配信
締め切り日以降にメールチェック

当 日

以前は引き出しに入れっぱなし
で、放置してしまうことがあった！

サポーターを確定して、正式な依頼メール配信
同時に先生へサポーター名簿提出



子どもたちの安全安心と、まなびの充実のために！

くすのきえみこ
楠 恵美子

とくおか のりこ
徳岡 紀子

いとが けいこ
糸賀 慶子

2010年度からPTA会長、2年目の2011年度に着任された校長先生から学校支援活動についての話を
聞いて研修を受講。当時のT副校長は高校の同級生で、これが一番のきっかけ。

当時はパソコンが使えず、副校長や教務主任の先生にいろいろ指示をして文書作成をしていただいた。
先生の負担軽減どころか、「先生の仕事を増やす共育ネット」となってしまっていたと思う。
現在は週4日の仕事をしながら、合間を縫ってコーディネーター活動をしている。仕事のおかげでパソ
コンはこの資料を作れるくらいにレベルアップ！社会人3年目の娘、大学4年の息子

娘と次女が同級生。卒業後に「なん
でも協力するから！」とPTA会長と

なった楠に声をかけてくれたのが
きっかけ。遠慮なく協力を求めたとこ
ろ賛同してくれて、2012年度のコー

ディネーター養成講座受講。現在は
NPOの子育てひろばで仕事をしなが

ら、共育ネットでは副委員長と会計
担当。同世代のため基本アナログ

娘と上の子が同級生。年が離れた
弟（現高校２年生）が入学後にPTA

役員をつとめ、共育ネットと連携して
活動。卒業後に養成講座を受講。得
意のパソコンで、いろいろ作成しても
らえるようになった。自営業フルタイ
ム勤務をしながら、時間を作って主
にメールチェック、サポート当日の
フォロー。

課題
・次世代の後継者育成
・サポーターへの連絡方法（個人情報を持ち出さないよう、あえて学校からの発信にしているが…）
・自宅パソコンの寿命

改善・解決したこと

・地域交流室がスタジオ会議室と共用だったので、会議がある時は入れなかった。パソコンは児童用を借りて使用していた
がPTA予算からパソコン購入してもらう。移動式キャビネットを購入。図書室へ移動したり。→令和2年度から元はまっこの事
務室へ引っ越し。コロナでカウンセラー室と同居。PTAで廃棄予定だったキャビネット、長机、折り畳み椅子を利用。



平沼フェスティバル２０２１

スナッグゴルフ ヨーヨー
リフティング

ボッチャ
マジック ダンス

昨年12月18日開催
1１講座＋オンライン講座



平沼フェスティバル２０２１

プログラミング講座

クラッピングミュージック

資生堂
マイクレヨンプロジェクト

万華鏡つくり

科学実験



平沼フェスティバル２０２１

オンライン講座

今年は12月17日（土）
開催予定

ただいま準備中



平沼フェスティバル当日のスケジュール

8：30 健康観察
8：40 体育館へ移動
8：50 オープニングセレモニー
9：05 各講座活動場所へ移動
9：15～10：15 前半の講座①

10：20 体育館に集合 休憩（中休み）
10：40  後半の活動場所へ移動
10：45～11：45 後半の講座②
11：50 体育館へ移動・整列
11：55 エンディングセレモニー
12：10 自分の教室へ移動
12：20 給食準備
12：35 いただきます
13：05 ごちそうさま 片付け・掃除
13：25 5時間目開始 振り返り・アンケート記入
14：10 帰りの会
14：20 下校

8：25 テレビ放送でオープニングセレモニー
8：40 移動（低学年のみ）
8：45～ 9：45 講座低① 通常 オンライン①

移動 移動
10：00～11：00 オンライン② 講座中② 通常

移動 移動
11：15～12：15 振り返り オンライン③ 講座高③

移動
12：20 テレビ放送でエンディングセレモニー
12：30下校

≪２０１３～２０１９≫ ≪２０２１～≫

・講座数は低中高クラスの数＋α

・講師は同じ内容を前半後半2回実施
・児童は2講座選択
・その日のうちに振り返りが出来た
・普通教室も利用したため、前日準備や給食前
の現状復帰が大変

・講座数は１２、特別教室、校庭、通級棟のプレイ
ルーム等、普通教室は使用しない
・講師は低中高に合わせた内容を３回実施
・講座の合間の移動と次の準備が忙しい
・児童は1講座のみ選択
・給食なし
・振り返りは持ち帰り宿題か代休明けに時間をとる
・全校一斉大移動がないので、落ち着いて受講できた

コロナ禍で異動した先生も多く、平沼フェスティバルを
知らずイメージ出来ない先生方と、今までと違うやり方
を決めていくことが難航した



平沼フェスティバル
今までにお願いしたことがある団体と講座（順不同）

地域
〇第五地区青少年指導員 竹馬 グランドゴルフ
〇第五地区スポーツ推進員 グランドゴルフ さわやかスポーツ
〇第六地区青少年指導員・スポーツ推進員 万華鏡作り
〇西区さわやかスポーツ普及委員会 レッツ！ボッチャ
〇元理科支援員平林先生 チャレンジ！科学実験
〇滝澤さん（公文書写教室） おもしろ筆遊び
〇大崎さん（バンテック） ものを運ぶ仕事
〇見まもり隊 むかしあそびをしてみよう
〇佐野さん（プロゴルファー） スナッグゴルフの世界に迫ろう
〇大内さん（環境カウンセラー） エコクラフト
〇石井さん イラストをかいてみよう
〇安達さん ライフセーバーの秘密に迫ろう
〇梅澤さん（梅樹庵） チャレンジ！太極拳・中国語講座
〇西区役所 身近な歴史に迫ろう
〇西消防署・消防団 チャレンジ！縄結び
〇社協 ケアプラザ 福祉体験
〇県立青少年センター 科学の世界に迫ろう
〇はまっこ指導員 中山チーフ わりばし鉄砲を作ってみよう

企業・団体
〇ジブラルタ生命 お金って何？
〇三菱プレシジョン もっと知りたい人工衛星
〇minsora 宇宙の秘密に迫ろう
〇パナソニックエコソリューションズ社 あかりのエコ教室
〇NPOかながわ３１１ネットワーク 防災の秘密に迫ろう
〇数検 算数の世界に迫ろう
〇漢検 かんじをかいてみよう
〇ｿﾌｨｱｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ 学校の窓に絵を描こう
〇資生堂 マイクレヨンプロジェクト
〇Connection of the Children  未来百景（オンライン講座）

西区街の名人達人
〇吉田さん 名人達人に学ぼう～水墨画～
〇○○さん 名人達人に学ぼう～折り紙～
〇○○さん 名人達人に学ぼう～紙飛行機～
〇金井さん いっしょに朗読・演劇体験
〇斎藤さん バイオリンにさわってみよう
〇石井さん 落語の世界に迫ろう
〇魚地さん バルーンアートをやってみよう
〇小谷野さん 手品教室

保護者や先生からの紹介
〇日本調剤 薬剤師体験
〇日鉄ソリューションズ システムエンジニアの秘密に迫ろう
〇ケイウノ 宝石の秘密に迫ろう
〇NGOゴスペル広場 ゴスペルの秘密に迫ろう
〇PTA吉原さん（声楽家） クラッピングミュージック
〇横浜やっしゃ鯛 おまつりのおんがくをたのしもう
〇音浜ダンスクラブ おどってみよう！
〇ボスマン先生（元国際理解担当） 大道芸をやってみよう
〇横浜市ラグビー協会 ラグビーボールにさわってみよう
〇中央図書館 本を楽しもう
〇日本弁理士会関東会 発明教室

学校
〇岡野中手話部 土川さん 手話
〇平沼高校陸上部 さわやかスポーツ
〇平沼高校かるた部 チャレンジ！競技かるた
〇上智大学寺田俊郎先生 子ども哲学カフェ
〇明星大学
パフォーマンスサークルトライキューブ ヨーヨー

リフティング
マジック

ボランティア
〇岩崎学園 情報科学専門学校 学生のみなさん
〇PTA保護者ボランティア（コロナ禍で休止中）



令和２年度はコロナ禍でほぼすべてのサポートがなくなり、
「平沼フェスティバル」の開催もできませんでしたが、予算も
余ってしまうため何か出来ないかを考えて…

・音楽鑑賞会 →→→ 全校での鑑賞は無理 思い浮かばず×

・平沼小出身「桔梗ブラザーズ」 →→→ かなりの予算オーバー ×

・大学パフォーマンスサークルへ依頼 →→→ ＯＫ❕
けん玉世界チャンピオン ヨーヨー全国大会、NHK紅白出場 プロマジシャン が来校

テレビ放送で各教室ではモニター視聴。その後にサプライズで各教室を回ってもらい、技を直接披露

してもらった。子どもたちは大興奮！



卒業式・入学式撮影スポット製作

２０２１年３月

２０２１年４月

２０２２年４月 ２０２２年３月

コロナ禍で式典への参列が出来ないため、お祝い
の気持ちを込めて製作しました



最後に高校生も一緒にダッシュ！
平沼カップ開催前に平沼高校
陸上部による速く走れるコツを
指導してもらう

参加者136名！！

今年度からの新たな取り組み 放課後学び場事業



放課後学び場事業

9月より、月に1度、月曜日の放課後6時間目に
岩崎学園情報科学専門学校学生によるプログラ
ミング講座を実施

応募者60名 1回20名受講

月６スタディ
学校からの提案



学びの場のコーディネート【放課後学び場事業の取組】
～地域と学校が連携・協働し、平沼の子どもたちの成長を支える～

平沼小学校

□月曜日は５時間
【会議日設定】

■放課後を有効活用

□プログラミング
学習の推進

■専門的なスキル

岩崎学園
情報科学専門学校

□プログラミンを
学んでいる学生

■活動場所の確保

□専門的な知見

■教える経験
教材開発

平沼共育ネットワーク

【月6スタディ】
放課後

プログラミング教室

連携・運営・調整



ご清聴ありがとうございました


